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ひぎゃ・加計呂麻ウォーク 内心辛い？のに撮影には笑顔で協力  

   

 

人 口 の う ご き 

平成２２年３月１日 

総人口   １０，２５３（＋  ２） 

  男       ４，９１１（＋  ２） 

女       ５，３４２（±  ０） 

世帯数    ５，５２０（±  ０） 

カッコ内は前月との比較      

今 月 の 主 な 記 事 

○ まちづくりフェスティバルＰ２ 

○ お知らせ……………………Ｐ３ 

○ カレンダー…………………Ｐ８ 

○戸籍の窓 ‥………………‥Ｐ９ 

○まちの話題‥……………‥･Ｐ１０ 

 



４月６日（火） 町内小・中学校入学式   広報せとうち（２） 

～
共
生
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
～ 

 

２
月
１４
日
、
平
成
２１
年

度
瀬
戸
内
町
ま
ち
づ
く
り
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
「
海
の

駅
」・
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
小
雨
が
ち
ら
つ

き
肌
寒
い
、
あ
い
に
く
の
天

気
で
し
た
が
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
に
登
場
し
た
古
仁
屋
中
学

校
吹
奏
楽
部
が
、
雨
に
も
負

け
ず
ひ
た
向
き
に
演
奏
す
る

姿
に
、
テ
ン
ト
の
中
で
縮
こ

ま
っ
て
い
た
参
加
者
も
元
気

づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

「
海
の
駅
」
講
内
で
は
、

展
示
コ
ー
ナ
ー
や
健
康
相
談

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
健

康
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
多

く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

漁
協
の
運
営
す
る
水
産
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
物
産
販
売
の
ほ

か
に
鮮
魚
の
解
体
シ
ョ
ー
が

行
わ
れ
、
人
だ
か
り
が
で
き

て
い
ま
し
た
。 

「
海
の
駅
」
の
周
辺
で
は
、

農
林
コ
ー
ナ
ー
や
地
女
連
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー

が
行
わ
れ
、
来
客
者
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。 

お
昼
か
ら
は
、
ひ
ぎ
ゃ
・
加

計
呂
麻
ウ
ォ
ー
ク
完
歩
者
を

対
象
に
、
伊
勢
エ
ビ
や
朝
日

ガ
ニ
、
た
ん
か
ん
等
が
当
た

る
抽
選
会
が
開
か
れ
、
抽
選

番
号
が
呼
ば
れ
る
度
に
歓
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。 

 

 

 

ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

戸
籍
の
取
得
が
便
利
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
ち
づ
く
り
を 

演奏中の古仁屋中学校吹奏楽部 

検診を受ける参加者 鮮魚を解体する関係者 

農林コーナー（新鮮野菜等） フリーマーケットコーナー 

美味しいたんかんが当たったよ 今晩の食卓には朝日ガニ 



広報せとうち（３）   ４月６日（火） 町内小・中学校入学式 

   

☆ 瀬戸内町内空き家情報提供についてのお願い ☆ 

 
 近年、「自然豊かな島へ移住したい」「田舎でゆったり生活したい」など田舎

暮らしを希望される方からの問い合わせが増えています。 

 町では、定住促進による地域活性化を図るため「賃貸できる空き家」を募集

しています。 

 「すぐ住める家」はもちろん「老朽化し補修が必要」「荷物がある」 

等の物件でもよろしいので、まずはご連絡ください。 

 

  【問合せ先】 瀬戸内町役場 企画課 TEL 72-1112 

 

 

 
【目  的】 奄美群島出身者の子弟で、高専、短大、大学及び大学院に在学

し、成績優秀、心身健全でありながら、経済的な理由により修学困難な者に、

修学に必要な資金を貸し付け、有用な人材を育成する。 
【貸与金及び期間】 

学  校 金  額 期  間 
高専、短大、大学生 ３０，０００円 正規の修学期間 
大学院生 ３５，０００円 正規の修学期間 

【貸与金の返還義務】 卒業後６箇月を経過した後、１０年以内の期間に毎月

均等額以上を返還（無利息） 
【必要書類】奨学生願書 奨学生推薦調書 戸籍謄本 住民票 
 収入に関する証明書 写真１枚（３箇月以内で、縦 4ｃｍ、横 3ｃｍ以内） 
【選考方法】申込願書４月末日締切り、書類選考の上５月中に決定 
【奨学生人員】若干名 
【書類入手方法】下記住所から取り寄せ又は、ＨＰからダウンロード 

 http://www.tokyo-amamikai.jp/amamisyougakukai.html 
【問い合わせ・申込先】 
〒１０１－００４１ 東京都千代田区神田須田町２丁目２３番地ＳＳビル内 
 財団法人 奄美奨学会 理事長 英 辰次郎     宗村法律事務所内 
 担当理事 宗村 森信 電話 ０３－５２９８－８２８１（８２８２ fax） 

 

☆ 奄美奨学会貸費生募集について ☆ 



４月２５日（日） 公民館合同開講式   広報せとうち（４） 

☆ 全国健康保険協会からのお知らせ ☆ 
 
 協会けんぽ（全国健康保険協会）の健康保険料については、保険料収入が落

ち込む一方、医療費の支出が増え、協会けんぽの財政は非常に厳しい状況とな

っており、本年 3 月分の保険料（4 月納付分）から、鹿児島支部の健康保険料は

9.36%に大幅な引上げを行うこととなります。（平成 21 年分は 8.22%）また 40
歳以上の方々に対する介護保険率も、現在の 1.19%から 1.5%に引き上がること

となりました。 
厳しい経済状況の中ではありますが、加入者の皆様の医療と健康と生活を支

えるため、加入者・事業主の方々には、このようなご負担につきまして、何卒

ご理解をいただきますようお願い申し上げます。      【保健福祉課】 
 
 
 
 趣  旨 高齢化社会が進行する中で、高齢者が充実した生き甲斐のある生

涯をおくるために、健康づくり、レクリェーション等を通して、自分の役割

や活き方について学習する。 
 対  象 瀬戸内町に居住する 60 歳以上の男女 
 主  管 瀬戸内町教育委員会社会教育課 ℡：７２―０１１３ 
 実施期間 平成２２年５月～平成２３年３月（年７回予定） 
 実施場所 中央公民館 他 
 活動内容 （平成２１年度実施） 講和 グラウンドゴルフ 野外研修 
       創作活動 新年会 お菓子作り 開講式・閉講式 
 申込方法  
 下記用紙にて年間登録料（1,000 円）を添えて社会教育課へ申請してください。

電話及び申込用紙のみでの受付はいたしません。 
なお、活動に関する材料費等その他の経費は必要に応じて別途徴収いたしま

すので、ご理解のうえ登録されてください。 
※ 各講座の案内・連絡に利用しますので、正確にご記入ください。 

 

いきいき健康クラブ申込書  （受付№  ） 

フリガナ  性  別 

氏  名  
男・女 

生年月日 Ｔ・Ｓ   年   月   日   （   歳） 

住  所 
〒８９４－ 

瀬戸内町 
 
 

電話番号  

 

☆ いきいき健康クラブ会員募集 ☆ 



広報せとうち（５）   ４月２５日（日） 公民館合同開講式 

☆ 元気な笑顔教室  参加者募集 ☆ 

☆ 「育児の日」の制定について ☆ 

 
 
☆ いつまでも若々しく元気で過ごせるように教室に参加してみませんか？ 

 

実施期間：平成２２年５月～１１月まで  

週１回（毎週火曜日・９時３０分から） 

◆ 実施内容：健康運動指導士等の指導による筋力向上トレーニング 

～楽しく運動しながら筋力向上を図ります～ 

◆ 対象者：介護認定を受けていない７０歳以上の方 

      募集定員：３０名程度 

◆申し込み方法；平成 22 年 4 月 29 日まで保健福祉課保健予防係へ                     

 電話または直接お申し込みください。 

連絡先：保健福祉課 保健予防係 

          ℡ ７２－１１２２（直通） 担当：林 

 

 
 

～ 平成２２年４月から毎月１９日は「育児の日」！！ ～ 
 県では、妊婦や子どものいる世帯を地域全体で応援する気運を醸成するため、

毎月１９日を「育児に日」と定め、今後、広く県民の皆様に子育て応援を呼び

かけるとともに、様々な取り組みを展開します。 
【名称及び期日】 
① 名称 「育児の日」 
② 期日 毎月「１９日」 育児の１９をかけて、毎月１９日を育児の日とする 
【実施日】 平成２２年４月から毎月１９日 
【実施内容】 県民一人ひとりが家庭や地域、職場で子育てを支えていく 

取り組みを積極的に実施する。 
区分 「育児の日」における具体的な取り組み例 

家庭で 
・ 早めに帰宅し、家族そろっての食事 
・ 父親の家事・育児参加 
・ 家族での対話などゆとりと安らぎのある家庭づくり 

地域で 

・ 自治会等との連携による子どもの見守り・声かけ 
・ 子どもたちが地域活動に参加できる環境をつくる 
・ 多世代交流や野外活動の実施 
・ 子育て支援パスポートによるサービス提供 

など子育て家庭と企業や自治会等との連携 

職場で 
・ ノー残業デーや年休取得促進日の設定 
・ 子どもの職場見学等子育てと仕事を両立しやすい職場環境づくり 

※ 上記の他、それぞれの家庭、地域、職場で様々な子育て応援に 
取り組むよう呼びかける。           【町民課児童福祉係】 



      ４月６日（火） 町内小・中学校入学式   広報せとうち（６） 

☆ 高齢者無料乗車・乗船券の利用方法変更のお知らせ ☆ 

☆2010 年奄美シーカヤックマラソンＩＮ加計呂麻大会出場者募集☆ 

今年も大島海峡をフィールドに 

   

 

が開催されます。 

フルマラソン(３６km)・ハーフマラソン(２０km)・駅伝コース(４人１組･３６km)

に個人・ファミリー・カップル・職場や学校の仲間などで挑戦してみませんか？ 

参加申込の締切  ５月１８日(火)まで(必着) 
  当日、大湊緑地公園(「海の駅」横)では、若者によるライブやフリーマーケット、 

後夜祭(ライブ等)や屋台村が開村しますのでシーカヤックと共にお楽しみ下さい。 
 

【問い合わせ】瀬戸内町役場 まちづくり観光課内 

『奄美シーカヤックマラソン IN 加計呂麻大会事務局』 

〒894-1592 鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋船津２３番地 

  ＴＥＬ 0997-72-1115(直通) ＦＡＸ0997-72-1120     

http://www.amami-setouchi.org  E-mail:seakayak＠amami-setouchi.org 

http://www.e-sports.jp/sk_kakeroma/ 

 

  
 
平成２２年４月１日より高齢者無料乗車・乗船券の利用方法が変わります。 
これまで、年間４８回分の乗車・乗船券を配布していましたが、乗車・乗船

券を廃止して、瀬戸内町高齢者無料乗車・乗船資格者証を提示することで、年

間を通して無料で乗車・乗船できるようになります。 
又、瀬戸内町高齢者無料乗車・乗船券受給資格者証を無くした場合は、再交

付が必要ですので、役場保健福祉課介護福祉係まで写真と印鑑を持参のうえ申

請してください。 
 

       

    瀬戸内町高齢者無料乗車・乗船資格者証 
        番 号     ２２２２ 
         受  給  資  格  者 
         氏 名  瀬戸内 太郎 
        生年月日 平成 22 年 2 月 22 日 
         住 所  瀬戸内町古仁屋 
         平成  年  月  日 
          瀬戸内町長 房 克臣 印 
 
【問合せ先】 

瀬戸内町役場保健福祉課介護福祉係 ℡７２－１０６８（内線 １２７） 

写 

真 

この受給資格者証で 

年間、無料で乗車・乗船

出来るようになります。 
バスは運転手に、 
船舶は係員に見せてく

ださい。 

http://www.e-sports.jp/sk_kakeroma/


広報せとうち（７）   ４月６日（火） 町内小中学校入学式 

☆ 農業経営を目指す人材（担い手）募集 ☆ 

☆ 防衛省職員採用試験のお知らせ ☆ 

 
【募集人員】 若干名 

【研修期間】 平成２２年６月から１年間 

【研修品目】 重点振興品目 

【研修資格】 

  ① 農業を職業として選択し、かつ研修品目を希望するもので、自主的努

力を基本に自立経営農家を目指した就農意欲が高いと認められる者 

  ② 本町に住所を有し、研修後も本町において農業に従事できる普通自動

車運転免許を有する者 

  ③ 地域社会と融和し、中核的な担い手として地域の発展に寄与できる者 

  ④ 概ね 18 歳から 60 歳以下の健康な者で新規就農を志す者 

  ⑤ 自己資金等の条件が整っており、農地の確保が見込まれる者 

【研修内容】 

① 農業基礎講座による栽培理論，農業経営等の研修 

② 本町の重点振興品目の栽培技術研修及び研修施設を活用した実践研修 

③ その他新規就農に向けた各種研修会の実施 

【募集期間】 平成２２年５月末まで 

 
 
【試験区分及び受験資格】 
種類 試験区分 受 験 資 格  

この試験を受

けられない者 
 

1 日本国籍を有

しない者 

 

2 自衛隊法第 38

条第 1 項の規定

により防衛省職

員となることが

できない者 

Ⅰ

種

試

験 

数  学 
化  学 
電  子 
機  械 
造  船 
航  空 

1 昭和 52 年 4 月 2 日～平成元年 4 月 1 日生まれの者 

2 平成元年 4 月 2 日以降生まれの者で次に掲げるもの  

（1） 大学を卒業した者及び平成 23 年 3 月までに

大学を卒業する見込みの者 

（2） 防衛省が（1）に掲げる者と同等の資格があ

ると認める者 

Ⅱ

種

試

験 

行  政 
語学（英語） 

国 際 関 係

(英語・中国

語・朝鮮語) 

数  学 

電気・電子 

機  械 

土  木 

建  築 

 

1 昭和 56 年 4 月 2 日～平成元年 4 月 1 日生まれの者 

2 平成元年 4 月 2 日以降生まれの者で次に掲げるもの  

（1） 大学、短期大学又は高等専門学校を卒業した

者及び平成 23 年 3 月までに大学、短期大学

又は高等専門学校を卒業する見込みの者 

（2） 防衛省が（1）に掲げる者と同等の資格があ

ると認める者 

 

【受付期間】 4 月 1 日（木）～4 月 12 日（月）（４月１２日消印有効） 
【問合せ先】〒812-0013 福岡市博多区博多駅東２－１０－７ 

九州防衛局総務部総務課人事係 ℡ ０９２－４８３－８８１５ 



４月２５日（日） 公民館合同開講式      広報せとうち（８） 

4月 2010年(平成22年) せとうち情報カレンダー 
日 月 火 水 木 金 土 

28 29 30 31 1 2 3 

 

 ★きゅら島

スクールあ

るコース 

 

4 5 6 7 8 9 10 

 

★きゅら島

スクールコ

ツコツ継続 

★入学式 

始業式 

★母子相談 

 

★遊びの広場 

★３歳児健診 

★きゅら島ス

クール夜間コ

ース 

★きゅら島

スクールあ

るコース 

 

11 12 13 14 15 16 17 

 

★きゅら島

スクールコ

ツコツ継続 

★母子相談 

 

★遊びの広場 ★旧３月３日 

★きゅら島

スクールあ

るコース 

★青少年育

成の日 

★地産地消

朝市（海の駅）

★親子教室 

★元気な笑顔

交流会（久慈） 

18 19 20 21 22 23 24 
★家庭の日

★加計呂麻

バザー 

★きゅら島

スクールコ

ツコツ継続 

★母子相談 

 

★遊びも広場 

★３箇月児

健診 

★男の料理

教室 

★きゅら島

スクールあ

るコース 

 

25 26 27 28 29 30 1 
★公民館合

同開講式 

★海開きiｎ

やどり浜 

★きゅら島

スクールコ

ツコツ継続 

★母子相談 

 

昭和の日 

 

★きゅら島

スクールあ

るコース 

 

○きゅら島スクール、母子相談、遊びの広場、３歳児健診、親子教室、元気な笑顔交流会、 

３箇月児健診、男の料理教室の問合せは、保健福祉課へ 

○青少年育成の日、家庭の日、公民館合同開講式、入学式、始業式の問合せは、教育委員会へ 

○地産地消朝市の問合せは、農林課へ 

○加計呂麻バザーの問合せは、 

○海開きinやどり浜の問合せは、観光協会へ問合せ下さい。 

※ ご存知ですか？ 社会には様々な人権問題があることを！ 
 人権について勉強してみよう！ 今月の四字熟語    「相互扶助」 
意味は、「互いに助け合うこと。」 
 人は互いに助け合い支え合って生きる存在です。人や社会の発展は、お互いの 
協力によって成り立っています。 



広報せとうち(９)     ４月２５日（日） 公民館合同開講式        

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お誕生・ご結婚・

お悔やみ」は 2月

に届けられた分

のうち、希望者の

みを掲載していま

す。 （敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年金キャラクター

「もくもく」  

お
誕
生 

 
 

お
め
で
と
う 

 
 

名 

前 
 

保
護
者 

住
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

義
永 

虎
玄

こ

げ

ん 

将
晃 

古
仁
屋 

與
倉 

紗
奈

さ

な 

大
志 

古
仁
屋 

茂
野
こ
こ
ろ 

清
彦 

鹿
児
島
市 

川
畑 

南
凪

み

な

ぎ 

公
一 

手 

安 

茂 
 

悠
聖

ゆ
う
せ
い 

隆
一
郎 

西
古
見 

泉 
 

頼
芯

ら
い
し
ん 

雅
彦 

古
仁
屋 

山
本 

煌
良

き

ら 

健
太
郎  

俵 

（
Ｈ
２１
・
１２
・
生
） 

 ご
結
婚 

 
 

お
め
で
と
う 

名 

前 
  

 

本 

籍 

程 
 

美
彰 

 

勝 

能 

惠 

ゆ
り
の 

 

奄
美
市 

 

豊 
 

真
人 

 

古
仁
屋 

田
﨑 

杏
里 

 

奄
美
市 

 

議 
 

重
幸 

 

古
仁
屋 

国
島 

成
枝 

 

尼
崎
市 

（
Ｈ
２２
・
１
・
婚
姻
） 

 

お
悔
や
み 

 
 

申
し
上
げ
ま
す 

 

氏 
名 

 
  

年
齢 

 

本 

籍 

沖
島 

コ
ノ 

８９ 

嘉 

鉄 

里
村 

清 
 

８９ 

阿
木
名 

榮 
 

福
廣 

８７ 
阿 

鉄 

盛
岡 

哲
良 

８３ 

網
野
子 

池
田 

並
政 

９０ 

古
仁
屋 

田
畑
マ
ツ
エ 

９４ 

古
仁
屋 

 

香
典
返
し(

社
協
へ)

２
月
分 

（
遺
族
） 

（
故
人
）(

住
所)  

石
川 

文
子 

恵
島
重
盛 

瀬
久
井
東 

榮 
 

喜
美 

福

廣 

阿 

鉄 

川
島
知
加
代 

達

彦 

瀬
久
井
東 

 

合
計 

金
４
０
，
０
０
０
円
也 

  

    

広
報
紙
郵
送
料 

 

 

（
氏
名
）  

 
 
 
 (

住
所)  

池
田 

 

譲 

５
千
円 

門
真
市 

永
井 

澄
江 

１
万
円 

尼
崎
市 

徳
永 

勝
也 

５
千
円 

此
花
区 

神
野 

栄
子 

５
千
円 

西
淀
川
区 

上
原
ち
よ
み 

３
千
円 

東
淀
川
区 

               

学
生
の
皆
さ
ん
は
学
生
納

付
特
例
の
申
請
を
！ 

二
十
歳
に
な
る
と
、
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
人
全
て
が
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
生
で
、
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
し
た
く
て
も
収
入
が
な
く
納
付
で
き
な
い
方

は
、
在
学
中
の
保
険
料
納
付
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
と
、
学
生
納
付
特
例
期
間
中
に
事

故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た
場
合
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
の
受

給
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
は
将
来
受
け
取
る
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、
十

年
以
内
で
あ
れ
ば
後
で
古
い
期
間
か
ら
順
に
納
付
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
（追
納
）
。
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け

る
た
め
に
も
卒
業
後
に
は
追
納
を
し
ま
し
ょ
う
。 

申
請
は
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
町
村
の
国
民
年
金
担
当

窓
口
へ
学
生
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
在
学
証
明
証

等
）・印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
学
生
納
付
特
例
制
度
の
期
間
は
、
毎
年
四
月
分
か
ら 

翌
年
三
月
分
ま
で
に
な
り
ま
す
の
で
、
昨
年
度
申
請
さ
れ
た
方

は
今
年
度
も
忘
れ
ず
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
。 

ね
ん
き
ん 

コ
ー
ナ
ー 

「広報せとうち」に広告掲載できます。 

広告サイズ 広告掲載料(１回) 

縦 ５cm×横 ８cm ５，０００円 

縦 ５cm×横 17cm １０，０００円 

６箇月連続掲載で、１回分無料に！  

【問合せ先】役場企画課情報政策係 ７２－１１１２ 

 



４月６日（火） 町内小・中学校入学式   広報せとうち（１０） 

～

審

査

結

果

発

表

～ 

 

平
成
２１
年
７
月
～
平
成

２２
年
１
月
２９
日
ま
で
募
集

し
て
い
た
、
い
や
し
の
シ
マ

コ
ン
テ
ス
ト
「
第
７
回
加
計

呂
麻
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

は
、
応
募
者
数
２１
名
・
作
品

数
１
０
３
点
の
応
募
が
あ
り

平
成
２２
年
２
月
８
日
～
２

月
１４
日
ま
で
、
海
の
駅
１
階

ロ
ビ
ー
で
展
示
し
、
一
般
投

票
に
よ
る
審
査
を
行
い
ま
し

た
。 

          

１
０
８
通
の
一
般
投
票
が

あ
り
、
審
査
の
結
果
、
１
位

票
１７
票
を
獲
得
し
た
本
町

在
住
、
富
岡
紀
三
さ
ん
の
作

品「
で
い
ご
並
木
で
黄
昏
て
」

（
撮
影
地:

諸
鈍
）
が
見
事
グ

ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

        

町
長
賞
に
、
森
純
孝
さ
ん

の
作
品
「
伝
統
文
化
の
継
承 

母
か
ら
子
、
孫
へ
」
が
、
塾

長
賞
に
、
森
直
弘
さ
ん
の
作

品
「
月
夜
の
サ
ガ
リ
バ
ナ
」、

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
他
に
も

入
賞
作
品
１０
点
が
そ
れ
ぞ

れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

入
賞
作
品
は
、
今
後
作
成

す
る
「
い
や
し
の
シ
マ
カ
レ

ン
ダ
ー
」に
掲
載
予
定
で
す
。 

                          
～
瀬
戸
内
事
務
所
Ａ
連
覇
～ 

平
成
２２
年
２
月
２８
日
、

町
陸
上
競
技
連
盟
主
催
で
、

職
域
駅
伝
競
走
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。レ
ー
ス
は
、

昨
年
２
位
の
奄
美
養
魚
Ａ

野
村
選
手
が
１
区
で
飛
び

出
し
ま
す
が
、
３
区
で
県

下
一
周
駅
伝
に
参
加
し
た

瀬
戸
内
事
務
所
Ａ
の
福
本

選
手
が
ト
ッ
プ
を
奪
う
力

走
を
み
せ
、後
続
も
続
き
、

そ
の
ま
ま
一
位
で
ゴ
ー
ル
。

連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。 

   

      

順位 チーム名 タイム 

1 瀬戸内事務所Ａ 32：14 

2 奄美養魚Ａ 32：49 

3 瀬戸内消防 32：55 

4 瀬戸内警察署 34：38 

5 海上自衛隊 34：42 

6 奄美養魚Ｂ 36：09 

7 郵便局 37：41 

8 瀬戸内事務所Ｂ 40：18 

ＯＰ 古仁屋小女子 36：57 

ＯＰ 阿木名小 35：10 

ＯＰ 中学生混合 33：08 

ＯＰ 高校生選抜 31：09 

加
計
呂
麻
フ
ォ
ト
コ
ン

戸
籍
の
取
得
が
便
利
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
ち
づ
く
り
を 表 彰 者 一 同 

グランプリ受賞作品 

町 長 賞 受 賞 作 品 塾 長 賞 受 賞 作 品 入賞作品（虹の架け橋） 

職

域

駅

伝

競

走

大

会

戸
籍
の
取
得
が
便
利
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
ち
づ
く
り
を 

【総合順位】 

 



広報せとうち（１１）   ４月６日（火） 町内小・中学校入学式 

～
奄
美
警
察
署
長
東
江
福
一
氏
～ 

 

２
月
８
日
、
古
仁
屋
高
校
で

同
行
Ｏ
Ｂ
の
、
奄
美
警
察
署
長

東
江
福
一
氏
に
よ
る
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。「
後
輩
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
・
警
察
の
仕
事
を
通

し
て
」
と
題
し
、
物
事
に
は
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
失
敗
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
、
事
例
を
と

お
し
て
説
明
し
ま
し
た
。
最
後

に
野
口
英
世
氏
の
「
志
を
得
ざ

れ
ば
再
び
此
の
地
を
踏
ま
ず
」

の
言
葉
を
引
用
し
、「
卒
業
後
は
、

志
を
高
く
持
ち
、
就
職
、
修
学

後
は
、
成
功
す
る
ま
で
、
瀬
戸

内
町
に
は
帰
っ
て
こ
な
い
と
い

う
気
概
を
持
っ
て
が
ん
ば
っ
て

欲
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

    

 

～
え
っ
寅
さ
ん
が
２
人
～ 

２
月
９
日
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム「
寿
老
園
」（
藤
野
耕
一
園
長
）

で
、
も
の
ま
ね
タ
レ
ン
ト
で
元

祖
寅
さ
ん
ガ
イ
ド
の
野
口
陽
一

さ
ん
と
ふ
う
せ
ん
寅
さ
ん
こ
と

大
石
康
男
さ
ん
の
２
人
が
慰
問

に
訪
れ
ま
し
た
。
珍
客
の
来
訪

を
知
り
、
ホ
ー
ル
に
集
ま
っ
た

入
所
者
に
対
し
、
２
人
が
得
意

の
も
ち
ね
た
を
披
露
す
る
と
、

大
き
な
笑
い
声
が
あ
ち
こ
ち
か

ら
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

楽
し
い
時
間
は
、
ふ
う
て
ん
の

寅
さ
ん
２
人
と
共
に
、
次
の
慰

問
先
、「
加
計
呂
麻
園
」
へ
と
引

き
継
が
れ
て
行
き
ま
し
た
。 

       

～
１
年
間
の
成
果
を
発
表
～ 

２
月
２１
日
、
平
成
２１
年
度
公

民
館
講
座
合
同
閉
講
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
２５
講
座

５
６
０
名
、
２７
自
主
グ
ル
ー
プ

６
０
８
名
の
登
録
が
あ
り
、
皆

勤
賞
受
賞
者
は
、
６０
名
で
し
た
。

受
講
生
を
代
表
し
、
パ
ソ
コ
ン

教
室
（
初
級
）
を
受
講
し
た
福

山
輝
仁
さ
ん
は
、「
朝
７
時
の
定

期
船
に
乗
り
教
室
へ
通
っ
た
が
、

続
け
ら
れ
た
の
は
、
受
講
生
と

講
師
の
あ
た
た
か
い
励
ま
し
と

懇
切
丁
寧
な
指
導
の
お
陰
、
悪

天
候
の
た
め
１
回
欠
席
し
た
が
、

新
年
度
も
瀬
戸
内
町
の
伝
統
文

化
・
歴
史
を
学
び
た
い
」
と
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

      

～
猛
牛
打
線
の
中
心
打
者
が
～ 

２
月
１４
日
、
古
仁
屋
中
学
校

体
育
館
で
ス
ポ
ー
ツ
講
演
開
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
は
、

野
球
解
説
者
の
「
金
村
義
明
」

氏
が
招
か
れ
、
「
我
が
野
球
人

生
」と
題
し
、幼
少
の
頃
か
ら
、

現
在
に
至
る
ま
で
の
野
球
へ
の

関
わ
り
を
語
り
ま
し
た
。
金
村

氏
は
、「
野
球
成
績
で
誇
れ
る
も

の
は
な
い
が
、
母
親
の
お
陰
で

野
球
が
で
き
、「
五
体
不
満
足
」

を
読
ん
で
、
前
向
き
な
気
持
ち

を
持
っ
た
。
同
じ
事
な
ら
、
何

事
に
も
前
向
き
な
気
持
ち
で
取

り
組
ん
で
欲
し
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。 

       

～
２
日
間
に
わ
た
り
～ 

 

２
月
１３
日
～
１４
日
、
ま

ち
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

一
環
と
し
て
、
ひ
ぎ
ゃ
・
加
計

呂
麻
ウ
ォ
ー
ク
が
行
わ
れ
、
１３

日
は
、
加
計
呂
麻
島
を
歩
き
、

１４
日
は
、
本
島
側
の
各
コ
ー
ス

を
、
雨
の
中
「
完
歩
賞
」
目
指

し
、
歩
き
ま
し
た
。 

 

福

祉

施

設

慰

問

消

防

車

配

置

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
ち
づ
く
り
を 

古

高

会

講

座

災
害
消
防
救
助
業
務
応
援
協
定 

ス

ポ

ー

ツ

講

演

会

で

ま

ち

づ

く

り

を 

ひ
ぎ
ゃ
・
加
計
呂
麻
ウ
ォ
ー
ク 

 

チ

 

公

民

館

閉

講

式

消

防

車

配

置

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
ち
づ
く
り
を 

講演中の東江署長 

もちねたで沸かす２人 

公 演 中 の 金 村 氏 

傘をさし、歩く参加者 元気に出発・進行！ 

受講生代表お礼の言葉 



       ４月２５日（日） 公民館合同開講式  広報せとうち（１２） 

～

全

校

児

童

が

主

役

～ 

２
月
１９
日
、
古
仁
屋
小

学
校（
村
田
達
治
校
長
）で
、

学
習
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
１
年
生
の
あ
い
さ
つ
か

ら
始
ま
り
、
学
年
ご
と
に
１

年
間
の
学
習
の
成
果
を
発
表

し
ま
し
た
。 

                

                          

～

卒

業

記

念

大

会

～ 

 

平
成
２２
年
３
月
６
～
７

日
、
清
水
体
育
館
で
、
Ｌ
Ｃ

杯
小
学
生
バ
レ
ー
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
参

加
し
た
、
古
仁
屋
小
は
予
選

リ
ー
グ
、
１
勝
１
敗
で
、
残

念
な
が
ら
敗
退
し
ま
し
た
が
、

阿
木
名
小
は
（
５
年
生
以
下

の
部
）
Ｃ
級
で
準
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。 

 

水水のトトララブブルルすぐに解解決決！！  
瀬 戸 内 町 指 定 水 道 工 事 店 

◆給・排水設備施工、維持管理 ◆浄化槽工事(水洗トイレ) 

◆排水管内視鏡カメラ調査、高圧洗浄  ◆貯水槽清掃 

◆引っ越し清掃 ◆ハウスクリーニング ◆エアコン洗浄 

㈲瀬戸内ビルシステム  代表: 重 村 太 三 

瀬久井  ０８０－１５４０－３６１４ 

編 集 後 記 
 古仁屋高校の卒業式が終わり、古仁屋

市街地では、「仮免許練習中」の札をつ
けた車が、目に付くようになりました。 

先日、仮免許練習中の車の後ろを走
っていると、道路に停車していた車の
横を通るため、方向指示器を右へ左へ
と出していました。同乗していた息子
から、「なぜ指示器をだしたのか」質問
があり、説明をしたのですが、日頃の
運転を振り返り、反省をしました。 
さて、新しく物事が始まる４月にな

ります。車の運転だけではなく、何事

も初心を忘れず取り組んでいかなけれ
ばと思っています。皆様も、４月を迎
えるにあたり、初心に立ち戻ってみて
は如何でしょうか。 

歓歓迎迎会会・・歳歳のの祝祝・・法法事事・・各各種種宴宴会会  

☆ 歓迎会予約承ります 

料金はご予算に応じます 

★ 民宿あじぞの…１泊素泊まり2,700円（1人） 

（1名様より8名様まで利用可能・1組限定） 

5名から15名の各種宴会（1組限定） 

問い合わせ・予約は下記までお願いします 

郷土料理 味園  斉藤美保子 

古仁屋春日  ℡ 72-2276  fax 72-1708  
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